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全席指定：一般￥5,000　学生￥3,000

《アコーディオン　ソロ》	 アルベニス ： タンゴ、コルドバ、アストゥリアス 
  I.Albeniz	 	 Tango, Cordoba, Asturias

 セミョーノフ ： ブラームジアーナ 
  V.Semyonov	 	 Brahmsiana 

《アコーディオン+ピ	アノ》	 モーリック ： 6つの性格的小品 
   B.Molique 	 Six Caracteristique Pieces

 ヴァルポラ ： マリリナ・ソナタ 
  H.Valpola	 	 Marilina Sonata 

《ミュージック・イン・スタイル	2013年委嘱作品》

 菅野由弘 ： 「星座」ピアノ、バンドネオンとチェロのための
  Y.Kanno 	 “Constellation” for Bandoneon, Piano and Violoncello

《アコーディオン+チェロ》	 シェイベル ： イントロダクションとアレグロ 
  M.Seiber	 	 Introduction und Allegro 

《バンドネオン + ピ	アノ》	 ピアソラ ： ジャンヌとポール  Jeanne Y Paul 
  A.Piazzolla 	 アヴェ・マリア  Ave Maria 

   南へ帰ろう  Vuelvo al Sur

   オブリヴィオン（忘却） Oblivion

   ヴィオレンタンゴ  Violentango

SHUKU IWASAKI SERIES Vol. 37

（18：30 開場）

マネジメント・お問合わせ プロ アルテ ムジケ  03-3943-6677  
〒112-0013　東京都文京区音羽1-20-14-5F　http://www.proarte.co.jp　info@proarte.co.jp

（JR 上野駅 公園口前）

未就学児入場不可

東京文化会館 小ホール

プログラム

＊都合により曲目・曲順が変更される場合
がございます。何卒ご了承下さい。

岩崎 洸（チェロ）
Ko Iwasaki, violoncello

ジュゼッペ・シリアーノ
（バンドネオン、アコーディオン）

Giuseppe Scigliano, bandneon, accordion

【 岡山・総社 】 11月17日（日）15：00  山手公民館　お問合わせ：0866-92-3491
【 大　　　阪 】 11月19日（火）18：30  カワイ梅田 コンサートサロン “ジュエ”   お問合わせ：06-6345-8300



　私のミュージック・イン・スタイル・シリーズコンサートは、1976年以来ピアノを含む弦、管、声の室内楽
作品にスポットをあてて発表して参りました。
　今年は初めての楽器、バンドネオンとアコーディオン両方のすばらしい演奏家に出会いましたので、ゲストと
してお迎えしました。シリアーノ氏は2010年、イタリア・ヴァルセジアでマスタークラスをされ、その時の演奏の
見事さに、すっかり魅せられました。チェロとの共演曲もあることから、弟の洸さんもゲストとして出演します。
　今年の委嘱作品は菅野由弘さん。とても興味ある組み合わせとおっしゃって下さり、新作を楽しみにして
おります。
　イタリアで私が味わった感動を皆様にもお届けできれば、こんなに嬉しいことはありません。

岩崎 淑
岩崎  淑　［ピアノ］			Shuku Iwasaki

　倉敷市出身。桐朋学園大学、ハートフォード大学、ジュリアード音楽院、キジアーナ音楽院で、
井口秋子、井口基成、J.ラタイナ、A.ベネデッティ・ミケランジェリ、S.ロレンツィ、I.フロインド
リッヒの各氏に師事。1967年ミュンヘン国際音楽コンクール二重奏部門第3位。68年ブダペ
スト、70年チャイコフスキー国際音楽コンクールで最優秀伴奏者賞受賞。以来、国内外でヤー
ノシュ・シュタルケル、ポール・トルトゥリエ、ペーター・ルーカス＝グラーフ、イツァーク・パール
マン、アンドレ・ナヴァラ、イヴリー・ギトリス、ウート・ウーギ、ミッシャ・マイスキー、モーリ
ス・ジャンドロンなど著名アーティストと共演。20年間に渡り、シエナのキジアーナ音楽院でリ
ッカルド・ブレンゴラ教授と室内楽のクラスを担当。76年より「岩崎淑ミュージック・イン・ス
タイル」主宰。79年から18年間に渡り「沖縄ムーンビーチ・ミュージック・キャンプ＆フェステ
ィバル」、引き続き97年から「沖縄国際音楽祭」を弟の岩崎洸と企画開催。89年、芸術祭賞を
受賞。05年、福武文化賞を洸氏と共に受賞。99年ノルウェー王国功労勲章叙勲、同年国際交
流基金の音楽使節として、岩崎洸とイスタンブール、アンカラ、ローマへ演奏旅行。07年7月イ
タリア・グッビオ音楽祭にてマスタークラス及びアルキメデ・カルテットと共演、8月フランスの

イヴ・ナット音楽祭にてマスタークラス、D.ヤブロンスキー（チェロ）と共演。同年11月岩崎
洸、岩崎潤とベートーヴェンの三重協奏曲を岡山フィルと協演。08年台湾へ演奏旅行など、幅
広い活躍を続けている。
　現在、演奏活動のほか、イタリアのヴァルセジア・ムジカとカントゥ国際音楽コンクール審査
員。08年3月まで桐朋学園大学院大学教授を務め、現在、武庫川女子大学、くらしき作陽大学
で客員教授を務める。倉敷市文化振興財団アドバイザー。著書に『アンサンブルのよろこび』
（99年／春秋社）、『音楽さえあれば』（09年岩崎洸共著／吉備人出版）、『ピアニストの毎
日の基礎練習帳』（11年／春秋社）がある。室内楽グループ「カロローザ」主宰。「カザルスホ
ールを守る会」代表。国際音楽祭ヤング・プラハ日本実行委員会会長。06年、10年に引き続き
2014年高松国際ピアノコンクール審査員長を務める。

岩崎　洸 ［チェロ］			Ko Iwasaki

　1960年日本音楽コンクール第1位、特賞。桐朋学園高校を経て、ジュリアー
ド音楽院に留学。齋藤秀雄、レナード・ローズ、ハーヴィー・シャピロ、パブ
ロ・カザルスの各氏に師事。1965年ヤング・コンサート・アーティスト・シリー
ズによりニューヨーク、カーネギーリサイタルホールでデビュー。その後、ウィ
ーン、ミュンヘン、ブダペスト、カサド、チャイコフスキー等の国際チェロ・コン
クールに上位入賞。
　翌年、アンドレ・プレヴィンに認められ、ロンドン交響楽団と共演、ヨーロッ

パ・デビューを果たす。1971年芸術選奨文部大臣新人賞、及び現代日本チェロ名曲体系により芸術祭
レコード大賞を受賞。
　1974年よりアメリカのイリノイ州立大学で教鞭をとる傍ら、アメリカ、ヨーロッパ、旧ソヴィエト各地で
ソロ及び室内楽の分野で活躍。また、マールボロ、アスペン、ロッケンハウス、クフモをはじめとして、各国
のフェスティヴァルに参加。日本国内では、東京チェンバー・ソロイスツの主宰、及び「沖縄ムーンビーチ
ミュージックキャンプ＆フェスティバル」の企画開催等により室内楽に旋風を吹き込む。
　1990年、1994年カサド、並びにチャイコフスキー各国際コンクールの審査員を務める。1996年、
1998年にはチェロ・アンサンブル・サイトウのメンバーとして、またソリストとして各国のチェロ・コングレ
スに参加。1995年からジャパン・ストリング・クワルテットを結成し、ベートーヴェン弦楽四重奏曲の全
曲演奏を行う。サイトウ・キネン・オーケストラでも活躍。2008年にはカメラータ・レーベルより無伴奏
チェロ作品集をリリース、2009年は現代日本チェロ名曲体系がタワーレコードより復刻発売された。
　2011年まで、桐朋学園大学院大学教授を務める。アメリカに本拠を置きながら世界各地で演奏を
続けている。

ジュゼッペ・シリアーノ［バンドネオン／アコーディオン］			Giuseppe Scigliano

　イタリア音楽界を代表するバンドネオン／アコーディオン奏者。
　幼少よりアコーディオンをマリオ・カステラッチに師事。サンタ・チェチーリ
ア音楽院にてマッシミリアーノ・ピトッコに師事し、音楽院初の優秀な成績で
卒業。作曲と指揮法をフランチェスコ・カロテヌートに師事、またイタリア国
内外でマッシミリアーノ・ピトッコ、マッティ・ランタネンマックス・ボネ、フリー
ドリヒ・リプス、ユーリ・シモノフ、クラウディオ・ジャコムッチらのマスターク
ラスに参加。

　イタリア国内外で多くのコンサートに出演、またクラシック、現代両方のバンドネオン音楽の研究に
もいそしみ、バンドネオンの発展に大きく貢献している。フランコ・ピエルサンティ、ナンニ・モレッティ
など著名アーティスト、芸術家とのコラボレーションも多い。
　2008年、イタリア・ピアノ界の若き俊英、フィリッポ・アーリアと共に「2ttango（デュエッタンゴ）」を
結成、イタリア全土で100回を超えるコンサートを開催しており、ピアソラの主要レパートリーを網羅し
たプログラムは大好評を博している。
　多くの国際コンクールで優勝、入賞を果たしており、また多くのアンサンブルソリストとして共演。ロー
マ・サンタ・チェチーリア管弦楽団、サン・カルロ劇場管弦楽団などイタリア国内外の多くのオーケストラと
も共演しており、またレッチェ・メンデルスゾーン音楽祭など多くの国際音楽祭にも招かれている。2006
年には、ナンニ・モレッティ監督、映画「カイマン」のサウンドトラックを収録、大きな話題を呼んだ。2007
年よりイタリア、ノチェーラ・テリネーゼのチャイコフスキー国立音楽院にて教鞭を執っている。演奏に加
えて、コンクール審査、国内外でのマスタークラスを含む教育活動など、多岐にわたり活躍を続けている。

菅野 由弘 ［作曲］			Yoshihiro Kanno

　東京芸術大学大学院修士課程作曲専攻修了。1979年「弦楽四重奏曲」が
モナコ・プランス・ピエール作曲賞。1994年、電子音楽「時の鏡Ⅰ — 風の地
平」がユネスコ主催ＩＭＣ推薦作品、2002年「アウラ」でイタリア放送協会賞
受賞。2012年日本文化藝術財団「創造する伝統賞」受賞。作品は、国立劇場
委嘱の雅楽、聲明、古代楽器のための「西行—光の道」(春秋社刊)、NHK交
響楽団委嘱のオーケストラ「崩壊の神話」、国立劇場開場45周年記念新作
声明「十牛図」、小川典子とミューザ川崎シンフォニーホール共同委嘱による

「光の粒子」「水の粒子」「虹の粒子」の3部作、ピアノ、トーイ・ピアノ、コンピュータのための「月夜の
虹」など。NHK大河ドラマ「炎立つ」、NHK「フィレンツェ・ルネサンス」、NHK水曜ドラマの花束「ふた
りでタンゴを」など。現在、ラジオドラマ「新日曜名作座」、「にっぽんの芸能」テーマ音楽とBGM放送中。
現在早稲田大学理工学部・表現工学科教授。
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　1976年から毎年開催しているシリーズの第 36回。共演は、河野克典（Br）、島田真千子（Vn）、
堀沙也香（Vc）。ベートーヴェンを中心としたプログラムで、編成も独唱からピアノ三重奏にバリト
ンが加わった多彩な内容であった。まずはシューベルトの《楽に寄す》《ます》などではじまる。
河野のよく歌い込まれた伸びやかで気品漂う味わい深さとともに細心のこころ配りを持って運ばれ
る楽想が彼の入念さを物語る。そしてベートーヴェン《スコットランド民謡集》Op108では、郷愁
を呼び覚ます 4人の語らいが聴かれた。後半は、このシリーズならではの邦人委嘱作品ではじめ
られ、新進の青山政憲による儚さが漂いながらもみずみずしい感覚の新曲が披露された。続いて
はベートーヴェン「ピアノ三重奏曲第 10番」。島田、堀らのフレッシュな小気味よさと岩崎の包容
力豊かな運びが冴え、当意即妙に呼応する一体感は、まさに聴き応え、手応え十分であった。

                                       （高山直也「音楽の友」2013年1月号）

　岩崎淑シリーズの第36回はバリトンと室内楽の夕べ。まずは岩崎のピアノと河野克典のバリト
ンでシューベルトの歌曲を。河野の張りのある美声で『楽に寄す』『鱒』『菩提樹』と珠玉の3曲
が歌われたが、どれも青春の息吹を感じさせる瑞 し々い名演で岩崎の伴奏も堂に入る。次はベー
トーヴェンで、『アデライーデ』など3曲が歌われると珍しいスコットランド民謡集から3曲が採り上
げられた。これはピアノ三重奏と共に歌われるが、島田真千子と堀沙也香が加わった演奏はどれ
も楽しく親しみやすい第一級の佳品だった。
　後半はまず青山政憲への委嘱作品「夢幻歌」～夢の中の設計図（谷川俊太郎の詩による）。決
して前衛ではなく内容のある力作。以降はベートーヴェンでまずピアノ三重奏曲第10番ホ長調。
実際は1番に先行する若書きなのでこの時期特有の生命感溢れる名演だった。最後は連作歌曲
「遥かな恋人に寄す」。

（浅岡弘和「音楽現代」2013年1月号）

　日本におけるアンサンブル・ピアニストのパイオニア的存在、岩崎淑が主宰する「ミュージック・イ
ン・スタイル」は、1976年に開始され、ほぼ毎年続いているシリーズである。その第36回が、「バリトンと
室内楽の夕べ」として開催された。まず、河野克典のバリトン、岩崎のピアノによる、シューベルト《楽に
寄す》《鱒》《菩提樹》では、河野の明快で表情豊かな歌唱が印象に残る。続いて、ベートーヴェン《ア
デライーデ》《君を愛す》《絵を描いた薄絹で》が、格調高く、しっとりと歌いあげられた。次に、島田真
千子のヴァイオリンと、堀沙也香のチェロが加わって、ベートーヴェン《スコットランド民謡集》作品108

からの4曲が演奏された。バリトンと独唱とピアノ三重奏という、合わせにくい演奏形態だが、岩崎の采
配によってバランスよく整っている。そして、河野の味わい深い歌唱と、気鋭の弦楽器奏者2人の健闘
もあって、生気に富むアンサンブルとなっていた。
　後半に入って、バリトンとピアノ三重奏のための、青山政憲《夢幻歌～夢の中の設計図～》（詩：谷
川俊太郎）（ミュージック・イン・スタイル委嘱作品）については、変化する楽想がていねいに描写さ
れていた点が、注目された。ベートーヴェンの《ピアノ三重奏曲第10番「ディッタースドルフの主題に
よる14の変奏曲」》作品44では、なめらかなアンサンブルと、格調高いハーモニーが、見事に合体して
いる。同じくベートーヴェンの連作歌曲《遥かな恋人に寄す》作品98では、河野の柔らかくていねい
な歌唱が光っていたほか、自然な場面転換が効果的だった。

　　         （原 明美「ムジカノーヴァ」2013年2月号）

　今回の第36回シリーズは「バリトンと室内楽の夕べ」というタイトル。岩崎は現在も第一線で活
躍するピアニストであり、長らく桐朋学園大学院大学教授を務めたりと、著名な人。共演のバリト
ンの河野克典は東京藝大大学院修了後ミュンヘン国立音大で学び、有名な国際コンクールにも
入賞、国内でもオペラ、歌曲の分野で広く活躍している。この日歌われたシューベルト、ベートーヴ
ェン等の名歌曲は実に高い次元の演奏であった。
　前半のシューベルト3曲、ベートーヴェン3曲など響きの良い美声で朗 と々歌われる歌に対し、岩
崎のピアノパートの抑制、そして作品の特質を捉えての表現は実にみごとであり、歌手は何とも歌
いやすかったと思えた。歌曲では作曲者がピアノパートを実に大事に力を注ぎ書き上げているが、
それに充分応えていた。
　後半の青山政憲〈夢幻歌〉はバリトンとピアノトリオの編成で、ヴァイオリンは島田真千子、チェ
ロは堀沙也香。3楽器の斬新な活かし方が上手い。ベートーヴェンのピアノ三重奏曲第10番は全
体的にピアノが大きくリードしていく進行。3楽器の問答もおもしろい味。連作歌曲《遥かな恋人
に寄す》全6曲でも声楽家と共にみごとなピアノを聴かせる。ピアノと歌の心が一致しており、素敵
な演奏。この日は室内楽より岩崎のピアノパートの表現に名人芸を感じた。

（家永 勝「ショパン」2013年1月号）
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